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５.防災・減災対策 

 専門家による防災講演会や住民のワークショップへの参加により、地域での防災・減

災への取組みとして、発災前・発災時等と、自助(自分・家族での取組み)・共助(地域で

の連携の取組み)の取り組みをワークショップにより、住民主体で検討し、発災前と発

災後に、さらに自助と共助と公助・共助に区分して整理した。 

 

■風水害  （事前対策） 

 項   目 重

要 

自 助 （家族等） 重

要 

共 助 （近所） 重

要 

公助・共助 （町全体） 

 １.人に関すること ○ 

○ 

各人が避難する 

避難場所の事前確認 

防災カード（障害、

健康状態） 

 

○ 

救助する→町会の人近

隣の人の安否確認（高

齢者） 

高齢者、障害者の把握 

○

○ 

名簿作成→高齢者 

マップ配布 

高齢者、障碍者の情報提

供 

事 ２.建物に関するこ

と 

○ ３階以上の建物に避

難する 

安全 

○  

 

○ 

３階以上の建物の把握 

3階以上の方に依頼 

  事前に建物の許可を取る 

電線の地下化 

 ３.道路等に関する

こと 

  マンホールの確認   道の高低位置の確認 ○  避難誘導標の設置 

(行政の課題だと思う) 

前 ４.避難先に関する

こと 

○ 避難先マップの確認 

３階以上の人に事前

依頼 

家族間での話し合い 

  町会の人達へ案内(避

難先)・避難方法のシ

ュミレーション 

３階以上の人に事前依

頼 

避難場所の確保 

 

 

 

 

○  

避難先のPRを徹底してお

く 

地域での事前協議・避難

協定 

避難場所の確認、確保 

 ５.避難に関するこ

と 

  情報の確認(無線･ラ

ジオ･テレビ)・家族

間での話し合い 

各自で安全な場所へ

の避難 

連絡避難・集合場所

を決める 

  高層住宅住民行動 

町会毎に場所を決めて

おく 

高層住宅を避難場所と

して確保 

  公園等避難・空き部屋 

地域での事前協議・避難

協定 

対 ６.防災・連絡体制

に関すること 

  連絡→組織図の作成 

家族間での話し合い 

  安否確認・高齢者が多

い有線放送・ドラ、サ

イレン 

  避難連絡・防災サイレ

ン、マイク、公共連絡体

制・補助金 

 ７.事前準備物資・

点検に関すること 

 

○ 

個人で備蓄する 

防災グッズ確保 

家族間での話し合い 

  災害時のリーダー  

○  

備蓄物資 

準備物資リスト作成 

防災リーダーに安全靴

を・避難ボートの設置 

策 ８.訓練・広報等に

関すること 

  地域ごとの防災マッ

プ 

  地域ごとの防災マップ 

防災訓練・楽しい自治

会行事 

  地域ごとの防災マップ・

広報 

 9.その他   浸水深、帰宅困難 ○ 防災組織の強化 

町会参加・若手育成 

  ライフライン 

町全体のシェルター・ボ

ート 
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風水害  （発災後対策） 

 項   目 重

要 

自 助 （家族等） 重

要 

共 助 （近所） 重

要 

公助・共助 （町全体） 

発 １.安全確保に関す

ること 

     

○ 

低層住宅住民多い 

3階以上の建物へ 

    

 ２.避難行動に関す

ること 

  無事避難   避難者数、高齢者多い 

早めに小学校へ 

    

災 ３.避難先に関する

こと 

      上層階への避難・高齢

者、障害者の避難方法 

避難先への経路、場所

の確認 

    

 ４.安否確認等に関

すること 

  171（災害ダイヤ

ル） 

  高齢者等の安否確認担

当者を決める 

高齢者、障碍者の情報

提供 

    

後 ５.災害情報に関す

ること 

  171（災害ダイヤ

ル） 

  災害情報の共有・一元

化 

  災害情報伝達 

公の情報の収集 

 ６.救援・支援に関

すること 

    ○ 安否確認 

高齢者が多い 

○ まち全体での助け合い 

対 ７.避難所開設・運

営に関すること 

     高齢者の援助 

名簿管理・防災本部 

    

 ８.物資・情報管理

運営に関すること 

  災害情報 

一人ずつの防災袋 

ライフジャケットを

準備 

  物資備蓄１階では役立

たない 

食料、飲料水の設置場

所確認 

  ライフライン・食糧・物

資 

物資備蓄１階では役立た

ない 

策 9.その他             
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■地震災害 

 項   目 重
要 

自 助 （家族等） 重
要 

共 助 （近所） 重
要 

公助・共助 （町全
体） 

 １.人に関すること ○ 体調不良家族、負傷
時 
防災カード(障害・健
康状態) 

  
 
 
 
○ 

高齢者が多い 
女性ばかり 
全家庭(カプセル) 
高齢者、障害者の把握 
近隣の人の安否確認
（高齢者） 

  高齢者が多い 

事 ２.建物に関するこ
と 

  倒壊危険、家具転倒
防止 
家庭内で話しておく 
出口の確保(ドア開放) 

  危険個所の伝達 
危険建物の把握 

  チラシ作成 
電線の地下化 

 ３.道路等に関する
こと 

  家庭内で話しておく ○ 避難道路の確認 
道路が狭い・避難方法
のシュミレーション 

○ 行政の問題 

前 ４.避難先に関する
こと 

○ 家庭内で話しておく 
避難先の事前確認 
自分の安全確保 

  避難先の確保     

 ５.避難に関するこ
と 

○ 命が大事 
家庭内で話しておく 
各自で安全な場所へ
避難 

  有線放送 
マイク 
町会毎に場所を決めて
おく 

  地域での事前協議・避
難協定 

対 ６.防災・連絡体制
に関すること 

○ 家庭内で話しておく 
家族で連絡方法を決
める 

○ 安否確認の体制を作る 
災害時のリーダー 

  防災体制準備・補助金 

 ７.事前準備物資・
点検に関すること 

○ 水,食料等各自で備蓄
する 
家庭内で話しておく
ラジオ等防災グッズ
の確保 

 備蓄物資を分け合う 
防災訓練 
準備物資、点検の確保 

  備蓄物資確保・防災用
食料の配布 

策 ８.訓練・広報等に
関すること 

  地域ごとの防災マッ
プ 

 地域ごとの防災マップ   広報・防災グッズの配
布 
地域ごとの防災マップ 

 9.その他   帰宅困難・風呂水を
ためる(雑用水) 

◎ 町会参加、協力 
若手の育成 

  町全体のシェルター 

発 １.安全確保に関す
ること 

    ○ 初期消火への協力   近隣への声掛け 

 ２.避難行動に関す
ること 

    ○ 高齢者、障害者の誘
導・補助 

   

災 ３.避難先に関する
こと 

○ １７１(災害ダイヤル)   高齢者の避難方法    

 ４.安否確認等に関
すること 

○ １７１(災害ダイヤル)       

後 ５.災害情報に関す
ること 

  SNS活用   安否確認者のリストを
作成 
災害情報の共有 

○ 公的情報の広報と収集 

 ６.救援・支援に関
すること 

      高齢者の援助 
名簿管理 
防災本部・災害情報の
収集・掲示 

    

対 ７.避難所開設・運
営に関すること 

            

 ８.物資・情報管理
運営に関すること 

  １人ずつの防災袋         

策 9.その他       自主防災組織     

 

 

 


